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本書の使い方

各受賞事業紹介について

本書では、全国街路事業コンクール受賞事業の 30 年間の歴史を実施回毎にまとめています。
より便利にご使用いただくために、同種の事業をまとめてご覧いただくための事業分類キー
ワードや、各事業の横断図一覧、都道府県別の事業所在地一覧を掲載しています。

事業プロフィール

基本情報として、受賞当時の事業地、事業
期間、事業費、事業規模等を掲載しています。

見出し

見出しとして、通し番号、受賞年、受
賞団体、事業名称を掲載しています。

事業分類キーワード

逆引きをするための事業分類キーワー
ドを設定しました。

事業概要・コメント

事業概要や表彰理由、現在に至る効果や評
価を受賞者のコメントとして掲載しています。

STOCK REVIEW

平成 20 年までの事業について、中長期的なストック
効果や時代背景の変化に伴う計画変更、未来に向けた
さらなる追加施策などを掲載しています。

索引と一覧について

事業分類キーワード索引
事業分類に特化した閲覧ができる
よう、キーワードをまとめました。

事業分類キーワード索引

都市における幹線道路等の整備

幹線道路の整備・改良

P006
P012
P013
P019
P020
P023
P025
P026
P027
P030
P032
P033
P034
P035
P036
P038
P039
P040
P042
P044

P075
P076
P087
P089
P092
P097
P100
P103
P104
P105
P110
P111
P115
P116
P120
P122
P124
P127
P128
P129

P166
P168
P172
P174
P175
P176
P177
P178
P180
P182
P183
P185
P187
P194
P195
P198
P200
P201
P204
P207

P244
P245
P246
P247
P248
P252
P258
P261
P262
P264
P266
P268
P270
P273
P276
P279
P280
P283
P284
P286

P313
P314
P318
P322
P323
P324
P325
P326
P327
P328
P330
P332
P336
P344
P345
P349
P354
P356
P357
P358

立体交差道路整備

P002
P008

P115
P120

P140
P147

P230
P235

P299
P306

地域高規格道路整備

P156
P197

P254
P293

P309
P320

橋梁整備

P013
P025
P027
P037
P040
P046
P048
P063
P074

P097
P102
P129
P134
P139
P151
P153
P166
P174

P175
P180
P183
P185
P187
P194
P200
P208
P210

P230
P261
P270
P273
P276
P296
P304
P325
P336

P338
P339
P344
P362
P367
P369放射・環状道路整備

P006
P026
P036
P042
P044
P071
P086
P096

P115
P120
P127
P136
P150
P156
P168
P171

P183
P194
P200
P210
P215
P224
P226
P276

P282
P283
P304
P307
P322
P325
P330
P333

P345
P348
P354
P362

トンネル整備

P042
P044
P057
P071

P120
P168
P171
P175

P197
P222
P224
P226

P246
P290
P307
P309

P345
P354
P367

横断図一覧
各事業の横断図を幅員構成及びそ
の寸法とともに一覧にまとめました。

所在地一覧
近隣の事業検索や訪問する際の参
考として、各事業の所在地を都道
府県別にまとめました。

所在地一覧

北
海
道

事業名 所在地

都市計画道路　大町通　歩行者専用道路整備事業 旭川市大町 2条 7丁目 P022

都市計画道路　鈴蘭通改良工事 JR滝川駅前 P038

都市計画道路 3・3・11環状 1号線ツインハープ橋橋梁整備事業 旭川市旭神 1条 5丁目（主要道道旭川環状線） P046

都市計画道路　末広高台通整備事業 旭川市末広 6条 1丁目 P048

都市計画道路 3・2・10基坂通整備事業 函館市元町 33番 P088

都市計画道路 3・4・119伊達街道整備事業 伊達市鹿島町 P089

都市計画道路　駅前通整備事業 紋別市花園町 1丁目 P114

札沼線連続立体交差事業 札幌市中央区北 10条西 15丁目～札幌市北区太平 1条 1丁目 P149

都市計画道路 3・3・11環状 1号線整備事業 旭川市神居町雨紛（主要道道旭川環状線） P150

都市計画道路　環状通（北大構内）整備事業 札幌市北区北 18条西 10丁目（北海道大学構内） P168

都市計画道路 3・3・18大雪通新神楽橋橋梁整備事業 旭川市神楽岡公園 2（一般道道新開旭川線） P208

江差町中心市街地地区 環境整備街路事業 姥神津花通 中歌姥神通（い
にしえ街道） 檜山郡江差町中歌地区、姥神地区（姥神津花通、中歌姥神通） P218

都市計画道路 3・3・29八幡坂通整備事業 函館市元町 15番 P219

室蘭圏都市計画道路 3 4 114山下長和通 3 4 121長和農社通

掲載ページ

横浜市は、開港以来港を中心に発展してきたこと
から、道路も港を中心として放射型に形成されて
きた。
そのため、都心部に車両が集中し、慢性的な交通
渋滞を招いている状態であった。
このような道路状況を改善すべく、高速道路整備
と併せて、放射道路と環状道路の整備を急務とし
て取り組んできた。
環状 2号線は、横浜市磯子区森町の国道 357 号を
起点とし、新横浜駅前を経て鶴見区上末吉町まで
の 24.5kmを標準幅員 42m（車道 12m× 2、歩道
9m× 2）で整備された道路であり、途中、鉄道 6線、
自動車専用道 2路線、国道 2路線、自然溪谷（風
致）公園を横断するものである。

【表彰理由】環状道路が整備されたことにより、都
心部に流入する交通量が大幅に減少し、交通渋滞
が緩和された。さらに、生活道路における大型車
の抜け道利用が減少したこと、緊急時の避難路確
保や火災時の延焼防止など防災面の機能が向上し
たことで、市民の安全性や環境改善に大きく貢献
した。

【受賞者のコメント】環状 2号線開通前は、道路渋
滞による移動時間の不確実性、住宅街の通過交通
車両による交通事故・騒音・振動などの懸念があっ
たが、本事業の完成により安全性向上、環境問題
の改善などに著しく貢献できた。
また、広域拠点である新横浜へのアクセスが向上
し、本市経済の活性化にも貢献した。

戸塚区東戸塚駅周辺を貫く環状 2号線（交通量：約 4万台／12 時間合計）

横浜市の幹線道路網と環状 2号線の位置 陣ケ下溪谷公園内陣ケ下高架橋　2001 年度　土木学会　田中賞 2003 年度　土木学会　デザイン賞　最優秀賞

Project Profi le
プロフィール
事業地： 磯子区森三丁目から鶴

見区上末吉五丁目

事業期間： 昭和 48 年から
平成 12 年

事業費： 約 320,000 百万円

規模： 延長 24.5km
幅員 42m

平成13年

大臣賞
2001年

幹線道路の整備・改良 放射・環状道路整備地域高規格道路整備123
横浜市道路局
都市計画道路　環状 2号線街路整備事業
Outline　事業概要 Comment
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STOCK REVIEW

横浜市民の交通事情は、環状 2号線開通で劇的に変わった。

◆整備効果・役割として、以下のものが挙げられる。

・ バイパス効果　都心部を通過していた車（特に大型車）の減少による、交通混雑（大型車混入率減少）の

緩和・走行時間の短縮

・地域相互の結びつき強化　郊外部の各地域同士の結びつきが強まり、バランスのとれた地域発展の促進

・ 土地利用促進・利便性向上　沿道の計画的な街づくりの促進・土地の高度利用化、鉄道駅などの交通拠点

との接続により、通勤・通学・買物の足となり、更なる利便性を確保

・都市の中の貴重なオープンスペース

・環境の保全　低・中・高木を組合せた連続植樹帯、斜面緑地の保全整備などによる緑あふれる環境づくり

・ 安全で快適な歩行空間　最大 9mの広い歩道で歩行者は、車道から街路樹などで分離されることで安心歩行、

木々の緑が憩いの場創出

・ 緊急輸送路として防災へ寄与　災害時避難・救護活動をサポートする道路、また火災時の延焼防止機能の

発揮

市街地環境（騒音）対策：土工部に設置された遮音壁（透光タイプ）

高架下利用状況：左から保育園、街区公園、高架下緑地

▲ 連続植栽により分離された歩道

▲ 広い歩道・無電柱化
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